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久しい地球の歴史のなかで､常に新らしくつくりかえられていく白馬岳の隆々｡これに比

白　　　　馬　　　　岳　　　　べると人間の歴史と命は短い｡しかし､その命に白馬岳が認識されて｢山があるから登る

Mt.　Shirouma
のだ｣という近代アルビニズムの今日に至るまでー白馬岳と人との交渉は時代とともに変

っている｡開拓者たちが疲れを休めた岩はらの山頂か･･････彼らの旅情を慰めた花はこのコ

マクサか･･･-･･･｡
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大正初期の登山風俗､ももしき､はらかけ､すっぱわらじ､はっぴ､こうbけ(底の厚いたの､ござははさ等を使用した｡

白　馬(しろう　ま)岳100年　福岡孝行

寡
92 4年のエヴェレスト遠征は悲閲的な幕をとじた｡頂

上を真近かに第二の段を登ってゆく二つの黒点､マロリ

-とアーブインの姿は深い霧に包まれたまま再び現れなかった｡二

人が頂上に立ったか杏かほ永久の謎として登山家の胸に生きている

このマロリーが生前｢どうして山に登るのか｣ときかれたとき｢あ

るからですよ｣と短く答えた｡しかし､このことばは短いうちに近

代アルビニズムを特徴づけている｡

山に生活の糧を求めたり､戦いのために登る場合その登山行為は

｢目的のための手段｣となっている｡そしてこれは近代登山とはい

えない｡山があるから､好きだから登る､つまり､登山のための登

山､これが近代登山である｡

わが国の山はかゝる近代登山の輿る前に殆んどその頂上を極めら

れている｡山には必ずといってよい程に神々がまつられ､富士も立

山も古くから歌にもよ

まれている｡

白馬はしかしながら

この点で他と趣を異に

している｡なる程信濃

の国は大国主命の国土

経善と建御名方命の園

譲りのいきさつのこと

で古事記にも記されて

いる(当時は科野と書

かれた)｡したがって

糸魚川から信濃-の通

路として姫川谷を通っ

た人の目にもふれたと

考えられるがそれらの

〈-明治末頃の白馬尻の
り(

-　小屋(千山万岳より)

人々には西の天空にそびえるけわしい寒々としかうつらなかったで

あろう｡富士や立山などには近代登山の前に既に宗教的登山､登拝

があった｡だが､白馬にはそれがない｡これは白馬の一つの特色で

ある｡おそらく白馬は藩政時代にいたるまで殆んど注意を引くこと

のない山であったろう｡

明
治になって一度に近代国家の体制整備に突進した時､地

理地質の調査のために登られたのか､この山の近代的脚

光を浴びた最初といえよう｡それは明治も22年のことである｡

近代アルビニズムは明治の後半に日本人のしらない間に入って来

た｡ヨーロッパのアルプスと同じようにそれはやはりイギリス人に

よってである｡マアシヤルや､はじめて｢ジャパニーズ.アルプス

｣という言葉を使ったガウランドなど一連の英人のエクスペディシ

ョンないしはェクスブローレイシヨン(原意は探りを入れる)であ

った彼らの登山も氷河の探求という学術的な目的の｢ため｣のもの

である｡世界に｢日本アルプス｣を広く紹介し､また日本山岳会の

設立(1 9 0 5年明治38年)の促進者の役割をしたウェストン牧節

は､白馬についても開拓者といえる｡

自
馬が近代登山の対象となったことを端的に示すのはウェ

ストンの登山である｡

明治27年､彼は｢中央日本アルプス-第四回目の､最後の夏の登

山を企て､全山系を北から南-横断｣してこの山系全体をはっきり

頭に入れようとして､英人-ミルトンと滞日氏と一行三名で東京を

発ち､本州を横切って直江津に､ノミに悩された一夜を適して､舟

で糸魚Iilにあたり､海水浴をして焼けつくような暑さをしのいで､

凍しい谷間-急いだ｡姫IIi谷を大所川との合流点まで歩いて八田攻

を経て､蓮華温泉に着いた｡一晩申されぎ続ける赤銅色をした湯治

客の一行になやまされ続けたあくる日蓮撃銀山を見てから､雪渓を

のぼり這松や石楠花の生えたところを通って雪倉と犬蓮華との山陵

に出て午前10帝に最高点に立った｡南に甲州山脈の彼方盲唖に富士

の山頂をのぞみ､また近くには立山や主山系の雪の縞をつけた巨峰
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した｡白馬の開拓時代である｡

大正二年に同じく植物学者の志村鳥損氏の出版された｢千山萬岳

｣にはウエストン師が序文を寄せている｡信州方面の登路として固

執こぼ､ ｢北城村大字四ッ谷区より登馨すべし｣という書き出しで

四ッ谷は糸魚川街道に沿う部落なり､中央線明科駅より大町を経て

十二里馬車人事の便あり､また､長野市より鬼無里村を経て十一里

途中柳沢峠あり人草を通せず､四ッ谷には旅舎山木屋あるのみ､僻

暇不便多けれども､白馬登山者は皆ここに宿するを常とする｡など

の文字がある｡ ｢朝日に映じては残雪白駒の蒼蜜を奔騰するが如し

故に信州民呼んで白馬と言い､夕陽を受けては紅蓮の空隙に開ける

に似たり､されば超人名付けて犬蓮華と称す｣ともあるように白馬
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の稜線は大日岳から北にかけての山容は白い馬の背のようでもある

日馬頂上の最初の小屋はさきの河野､矢沢繭氏が当時-旅人宿に

すぎなかった白馬館にすゝめて建てさせたといおれる｡小屋といっ

ても九尺二間の､まわりに石を積んで､屋根をのせた名ばかりのも

ので立ち上ると頭がつかえる｡ただ暖るだけのものに過ぎず､飯炊

きその他一切は全部外でしなければならなかった｡

当時のガイド-入夫は必ず細野の人達だった｡しかし､当の細

野では山に登ると天候が狂うと反対する着も多く､人夫に出る者も

気狂い扱いはされないまでも､変り者とされた｡

:-i-｢誓器諾意,A蓋:器器蒜蓋善-o
スキー登山に成功し､大雪渓を降り､慶応や学習院のパーティ

ーも同じく積雪期に登頂を試みている｡やがて各学校の集団登

山も行われるようになった｡

白馬は山麓に人里があり一一農耕地帯一一二股からは落葉潤

葉樹林がはじまり､白馬尻附近は潅木や草地が目立ち､大雪操

を終ると葱平(ネブカツビラ)の斜面､更に小雪漠をわたって
-登りすると美しいお花畠といった工合に｢山｣の一つの理念

を示すように､移り変りを喋って頂上に立てるところに大衆性

の要素を備えている｡殊にそのお花畠は美しい｡越後や越中側

からの登路より大雪渓経由の四ッ谷口が多くえらばれるのは交

通の優もさることながら､こうした理由によるのであろう｡大

町観光案内所の調査によると昭和31年には約4万の登山客が白

馬に入っている｡ウエストン緬がその頂上に上ってから二世代

約60年の移り変りかこの山の俗悪化のならないことをIbからね

がうものである｡ +写真は白馬山頂石室の落成記念(現在の村

営の小屋)当時｢離山の小屋｣と呼ぶ
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成功だった山の自然科学教室

木崎湖夏季大学で標本を整理する生徒たち

本　館　で　博　物　館　学　の　実　習

おが園の博物館運動はようやく緒についたにすぎない｡そして､地

方文化の興隆をめざす地方博物館は経溝問題と社会的認識の傾きに

常に悩まされている｡東京教育大学では教育学部博物館学受講生30

名を対象に7月22日から28日の7日間､この間題の追究とともに地

方博物館のあり方についての実際的な研究および学芸員に必要な教

育活動の実習を太館において実施した｡最初の試みで成果がきづか

われたが受講生は北ア嵐のもとで地方博物館の窮状を身近に体験し

て意義ある一週間を過した｡

山　岳　会
大町市役所山岳部

長野県大町市

設立は昭和28年､北アルプス蕗

島唾第､ ,副昌子連誌､槍の一部ま

で含む広い地域の市､その市役所

の中に山岳部が出来て5年､現在

部員は28名､毎年の夏の訪れとと

もに山に魅せられたようにおしか

けて来る登山者に先だって静かな渓谷に岩場に若い命を燃やしてい

る○白雪の岳を眺め､紺碧の空にそゝりたつ岩肌を恋し､渓流に憩

う､それは山麓の若人のみが浴せられる山の喜びであり､生活の一

部でもある｡

(博物館だより) 6月9日研究会捷島方面ワラビ取り　20日
～22白斑鳥槍岳方面雨量計設置　23日同好会八方山日帰登山　26日

黒部上流雨量計設置出動　28日博物鯖協議会　7月4日居谷里動植物

気象調査　7日同好会だより2号13日新館塗装工蔀入札　同好会高

瀬渓谷不動滝方面-イキング15日嘱託員調査員会　20日～21日移

転作業　21日～28日東京教育大学博物餌学実習　22日同好会山の歌

声の会　26日～30日山の自然科学教室開設｡

【今月の寄贈】ニッコウムササビ1体大町市社林保夫　ノリス1

体北安美麻村役場吉沢幸墓　極太新聞号外西南通話路記1部大町市

東町北村登志世　カツコウ1体大町市常盤清水五十川充　龍吐水1

台上水内部信州新甲信級長者関口正　ヨタカ1体大町市三日町窪田

喜美男　図蓄滅びゆく野鳥1舶串奈川県藤沢市辻堂福岡孝行　図書

信州方言風物誌大町南高校福沢武一　(敬舐略)

お願し､本紙の購読御希望の方は1年分曝読料170

円(郵送料共)を現金書留または郵便為替､郵便切

手で御送り下さい｡　　　　　　　大町山岳博物舘

第-回｢山の自然科学教室｣が7月26日から5日間､木棚夏季大学

及び北ア'しブス八方尾根で開催された｡これは未練16号でお知らせ

したように都会の中学年を対象に-夏休みを利用して､特色あるブ誼

然に親しみながら､自然科学の也韻をしようと計画され:,･.-_もので.

都内代々木中学､御剛畔､足立七中､第二大島中､月島三中､鈴

ケ森中など大柳ゝら160名の参加劫あった○精強捕物の印京弘

玄(東京教育大教擾) ､動物の鶴部忍一郎(国立自然教育高次真)

羽田随三(信大教育学部講師) ､地貨の田中邦雄(信大教育学部助

教授)の詣先生が当ったほか､東京教育大学野外研究同好会の学生

山岳博物館の調査員､学業員も指導､引卒に当った｡初日からあい

にくの雨で予定を変更し､高瀬渓谷､葛温泉方面に昆虫､植物採集

にでかけた｡第2日目は柄物について印束先生の講義があり､午後

は木崎湖周辺を採集に歩いた｡

29日は施繭が明け､久しぶりに好天にめぐまれ､八方山登山を行っ

た｡天候の変化が激しいため行動には万全を期し､雨上りで道が悪

く滑る中を､各班毎に登山､その日は黒菱小壷に宿泊､八方の岩石

源地の動･植物の観察を主体に指湾を受けた｡又夜はキャンプファ

イヤーを囲んで楽しいびと時を過した｡翌30日午後下山､全日程を

終了した｡この間不運にも悪天候続きで予定の行動ができなかった

のは殿念だったが､自然にめぐまれぬ都会の生徒には雄大な自然の

美に接したことと採集した自然物とが何よりのみやげであった｡

博物館のマーク決まる
かねて依頼中であった大町山副事物館のマークが決まりました｡図

鍋
案は応用美術社､鈴木寅三氏で

OMACHI ALPINE MlJSEUM (大

町山岳博物館)の頭文字0､ A､ M

を図案化したもので0は広く目を開

くという意味に､ A･Mは山岳を表

れしています｡館旗､バッヂ等に使

用されますが､今後みなさんのマー

クとして可愛がって下さい｡

オオハク　チ　ョ　ウ

大河丁市の名物､駅前の大白鳥がみやげ品として作られている｡こ

の犬白鳥は､昭和24年1月仁科三朗に飛来Lj'-r中の一割で､地方

文化の開花のために突如として訪れた

女神であり､文化郷のシンボルになっ

てくれた｡その後､ 8年間依然鮭缶で

猛暑の中を涼しげに泳いでいる姿は､

地元の人々を始め遠来のアルピニスト

達の旅情をなぐさめている｡

編集後記　▲暑中御伺い申上げます｡種々の館務が連なり大変

発行がおくれてしまった｡博物館もようやく新装なった栗山台上(こ

移転した0　8月10日開館､ 15日には大糸線全通記念山岳霞が開催さ

れる｡ ▲朝夕の疾風が頬をなで､眼諏こ霞関する市街地､アルプス

連山､緑に囲まれた形大な建物､苑地の芝に猿そべって見る澄んだ

空､変化に富んだ雲の動き｡ ▲めぐまれた環境は訪れる人々にきっ

と満足を与えるであろうと館員一同整備に展示に日夜徹している｡
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